
ELPH seminar             ELPH seminar 
Research Center for Electron Photon Science 

Tohoku University 
 

ELPH・原子核物理合同 seminar 
 

共催： 
新学術領域「クラスターで読み解く物質の階層構造」 

新学術領域「宇宙観測検出器と量子ビームの出会い。新たな応用への掛け橋。」 
 

講師： 中野健一 (バージニア大学) 

日時： 令和 3 年 6 月 23 日（水）  10:00 〜11:30 

場所： オンライン : 接続アドレスはセミナー前日までにご連絡いたします。 

          (電子光ホームページ https://www.lns.tohoku.ac.jp/archives/4440/ から 

     もしくは、左の QR コードを使い参加登録、お願いします) 

 

題目： FNAL-SeaQuest 実験による核子内の反クォークのフレーバー非対称度の測定 

 

概要： 

 
陽子や中性子 (総称して核子) のクォーク・グルーオン構造は強い相互作用を理解する上で重要な研究

テーマであり、その様々な性質が活発に研究されている。1990 年代の実験により、反 u クォークと反 d ク

ォークの分布量の非対称性 (d-bar/u-bar > 1) が明らかとなり、このフレーバー非対称性の起源について

多くの理論的モデルが提案され検証されてきた。例えば中間子雲モデルでは、核力を媒介するパイ中間

子と同様に仮想的な中間子が核子の周りに生成し、その生成確率のフレーバー依存性から反クォーク分

布の非対称性が生じる。 

 米国フェルミ国立加速器研究所の SeaQuest 実験は、d-bar/u-bar を大きな Bjorken x の領域で精密

に測定することを主な目的としている。本実験は 2021 年 2 月に最初の d-bar/u-bar の測定結果を公開

し、0.13 < x < 0.45 の広い領域で d-bar と u-bar の分布が非対称であることを観測した[1]。本結果は、

大きな Bjorken x において過去の実験結果や幾つかの理論的モデルと異なっており、より大きな d-

bar/u-bar を示している。 

 本セミナーでは、先ず核子内フレーバー非対称度の実験的・理論的な研究背景を紹介する。そして 

SeaQuest 実験の測定結果について、幾つかの理論モデルと比較しつつその意義を議論する。 
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